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Ｓ ５００１D（３）  

 
 短      靴 制定 昭和４９年１１月２８日 

 改正 令和 ５年 ８月３０日 

（ＳＨＯＥＳ，ＭＥＮ’Ｓ） 

この改正票は，ＤＳＰ Ｓ ５００１Ｄ（短靴）についてのものであり，ＤＳＰ Ｓ ５

００１Ｄ（２）を含め累積記載されている。この改正票はＤＳＰ Ｓ ５００１Ｄと併用さ

れる。 

 
 

1.4 引用文書 中 

“ＪＩＳ Ｋ ６２５２ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引裂強さの求め方” を  

“ＪＩＳ Ｋ ６２５２－１ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引裂強さの求め方－第１部：トラウザ形，アング

ル形及びクレセント形試験片を用いる方法” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６２５３ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方” を  

“ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方－第３部：デュロメータ硬さ” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６５４７ 革の染色摩擦堅ろう度試験方法” を 
“ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１ 革試験方法－染色堅ろう度試験－摩擦に対する染色堅ろう度試験－第１部：摩

擦試験機Ⅰ形法” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６５４８ 革の銀面割れ試験方法” を  

“ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１０ 革試験方法－物理試験－第１０部：銀面割れの測定－ボールバースト法” に, 

“ＪＩＳ Ｋ ６５５０ 革試験方法” を 
“ＪＩＳ Ｋ ６５５６－１ 革試験方法－試料採取及び調製－第１部：試料採取部位 

ＪＩＳ Ｋ ６５５８－８－１ 革試験方法－化学試験－第８－１部：酸化クロム含有量の測定－滴定法” 
に改める。 

 

2.3.2 b) を次のように改める。 

b) 靴型 

 1) 種類（足長ｃｍ）２３から３０までの靴型寸法は，図１による。 

 2) 種類（足長ｃｍ）ＳＳの靴型寸法は，ＪＩＳ Ｓ ５０３７の付図１に基づき測定した足長，足囲及び足

幅を調達要領指定書により指定するものとする。 

 

5.1 承認用見本等 を次のように改める。 

契約の相手方は，製作に先立ち，調達要領指定書により指定する種類（足長ｃｍ）の靴型１組及び承認用見本

１足を，契約担当官等に提出し，外観，形状，色及び靴底の意匠について承認を得るものとする。 

なお，種類（足長ｃｍ）ＳＳについては，製造に使用した靴型寸法を図１の様式により１部作成し，調達要求元

に提出するものとする。 
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付表１ を次のように改める。 

                       付表１－甲革                       

項目 規定 試験方法 

材質 クロムなめしのカウ又はステアとする。 
－ 

色 ＮＤＳ Ｚ ８２０１の色番号２８１２ 
（黒(２)Ｎ１．５）を標準とする。 

クロム含有量 ＪＩＳ Ｋ ６５５１による。 ＪＩＳ Ｋ ６５５８－８－１による。 
厚さ       ｍｍ １．７以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５６－１の 4.2の図 2に

示される範囲を，切り取ることなくダイ

ヤルゲージを用いて測定し，測定精度は

１／１０ｍｍとする。 

銀面割れ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 
 

ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１０による。 

摩擦堅ろう度（乾燥試験） ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１による。 

 

付表２ を次のように改める。 

                     付表２－裏革                       

項目 規定 試験方法 

材質 豚革（銀付き） 
－ 

色 甲革と同系色とする。 

厚さ       ｍｍ ０．８以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５６－１の 4.2の図 2に

示される範囲を，切り取ることなくダイ

ヤルゲージを用いて測定し，測定精度は

１／１０ｍｍとする。 
染色摩擦堅ろう度 乾燥 ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１による。 

湿潤 

 

付表３ を次のように改める。 

                     付表３－中底                       

項目 規定 試験方法 

材質 レザーボード又はパルプボード（踏まず

部及びかかと部は，プレスボードを使用

してもよい。） 
－ 

厚さ       ｍｍ １．８以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５６－１の 4.2の図 2に

示される範囲を，切り取ることなくダイ

ヤルゲージを用いて測定し，測定精度は

１／１０ｍｍとする。 
 

付表４－表底及びかかと 中 

“                  付表４－表底及びかかと                 ” 

項目 規定 試験方法 

 合成配合ゴム エーテル系ポリウレタン  
   

   

硬さ Ａ６０以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５３のデュロメーター

硬さ試験タイプＡによる。 
   

   

引裂強さ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 ＪＩＳ Ｋ ６２５２による。 

を 
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“                  付表４－表底及びかかと                 ” 

項目 規定 試験方法 

 合成配合ゴム エーテル系ポリウレタン  
   

   

硬さ Ａ６０以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３のデュロメー

タ硬さ試験タイプＡによる。 
   

   

引裂強さ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 ＪＩＳ Ｋ ６２５２－１による。 

に改める。 



 

空 白 



Ｄ Ｓ Ｐ防 衛 省 仕 様 書

Ｓ ５ ０ ０ １ Ｄ
制定 昭和４９．１１．２８短 靴
改正 平成２１． ４．１３

（ＳＨＯＥＳ，ＭＥＮ’Ｓ）

1 総則

1.1 適用範囲

男子自衛官及び防衛大学校・防衛医科大学校の男子学生が使用する短靴について規定する。この仕様書は，

1.2 種類

種類は， による。表１

表１－種類

種類（足長ｃｍ） 物品番号 種類（足長ｃｍ） 物品番号

２３ ２７ ８４３０－０１２－０２９４－５８４３０－２９９－００８５－５

２３ ２７ ８４３０－１６０－４１６３－５Ñ Ñ８４３０－０１２－０３０１－５

２４ ２８ ８４３０－１６０－５４７８－５８４３０－０１２－０３００－５

２４ ８４３０－０１２－０２９９－５ ２８ ８４３０－３３３－４９０７－５Ñ Ñ

２５ ８４３０－０１２－０２９８－５ ８４３０－３３３－４９０８－５２９

２５ ８４３０－０１２－０２９７－５ ２９ ８４３０－３３３－４９０９－５Ñ Ñ

２６ ８４３０－０１２－０２９６－５ ８４３０－２８１－２８７７－５３０

ＳＳ ８４３０－２９９－００８６－５２６ ８４３０－０１２－０２９５－５Ñ ａ）

ＳＳは，特別サイズを示す。注 ａ）

1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は,仕様書の名称及び種類による。

Ñ例 短靴，２５

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書

又は見積書の提出時における最新版とする。

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引張特性の求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５１

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引裂強さの求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５２

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５３

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐液性の求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５８

革の染色摩擦堅ろう度試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５４７

革の銀面割れ試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５４８

革試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５５０

くつ用革ＪＩＳ Ｋ ６５５１

靴のサイズＪＩＳ Ｓ ５０３７

革靴ＪＩＳ Ｓ ５０５０

外装用段ボール箱ＪＩＳ Ｚ １５０６

包装の総則ＮＤＳ Ｚ ０００１

角形銘板ＮＤＳ Ｚ ８０１１

標準色ＮＤＳ Ｚ ８２０１
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2 製品に関する要求

2.1 材料

材料は， による。表２

表２－材料

区分 規定 注記

甲革 による。 つま革，腰革，べろ革，付表１ 付図３－１

はとめ革，バックステー

裏革 による。 腰裏革付表２

付図３－１べろ裏革 厚さ０．６mm以上の豚革（銀付き）又は，牛床革とする。

ただし，製品の表示が鮮明にできるものとする。

先裏布 綿厚織（番手たて 16/2 ，よこ16//2 密度（本／２．５４s S

ｃｍ），たて５３，よこ４８）（ 綿厚織３６号）参考

付表３ 付図２中底 による。

表底及びかかと による。付表４

甲縫糸 による。 －付表５

靴ひも による。 －付表６

付図３－１ひも通し穴補強布 不織布 厚さ０．３mm以上・

ＪＩＳ Ｓ ５０５０ 付図２踏まずしん による。

接着剤 －

付図２中敷

月形しん

先しん

くぎ －

縫い割り補強テープ 参照付図３－２

付図２中物 使用目的に適合するものとする。

飾り縫糸 合成繊維糸， 番相当品(原糸繊度3000～3660dtex) －０

付図３－１履き口テープ 合成皮革，幅１２mm以上

製造方法2.2

製造方法は， のセメント式製法とする。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

中底材料の型入れ2.2.1

中底材料の型入れは， の革以外の中底材料の型入れによる。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

製甲2.2.2

製甲は， を標準とする。付図３－１ 付図３－２及び

踏まずしんの装着2.2.3

踏まずしんの装着は，かかと部中心線に沿って，踏まずしん後端が，ヒ－ルあご部からかかと部に２５mm以上入り，かつ，釣

込みしろにかからないようにする。

くぎ打2.2.4

くぎ打は， による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

針足数2.2.5

甲縫い主要部の針足数は， による。付表５

2.3 形状・寸法

形状及び寸法は,次による。

2.3.1 形状

は， ～ を標準とする。ただし，表底及びかかとは，雪路及び艦船上において滑りにくい構造とし，溝の深形状 付図１ ３－２

さは３㎜以下とする。また，表底及びかかとの意匠は，調達要領指定書により標準を指定することができるものとする。
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2.3.2 寸法

次による。寸法は，

靴a)

靴各部の寸法は， によるものとする。1) 付図１

足囲は，種類（足長ｃｍ）ＳＳを除き， の とする。2) ＪＩＳ Ｓ ５０３７ ＥＥＥ

靴型b)

種類（足長ｃｍ）２３から２８までの靴型寸法は， による。1) 図１

種類（足長ｃｍ）２８ から３０までの靴型寸法は， の足囲及び足幅による。2) ＪＩＳ Ｓ ５０３７

種類（足長ｃｍ）ＳＳの靴型寸法は， の に基づき測定した足長，足囲及び足幅を調達要3) ＪＩＳ Ｓ ５０３７ 付図１

領指定書で指定するものとする。

靴型全長

踏み付け回り

つま先上がり

つま先幅 踏み付け部

６６％

８３％

１００％（靴型底の長さ）

ｍｍ単位

種 類 靴型 靴型底 つま先 つま先 踏み付け

（足長ｃｍ） 全長 の長さ 上がり 幅 幅 回り

２３ ２５２ ２４９ ２０．０ ６７．８ ８４ ２２７

２３ ２５７ ２５４ ２０．５ ６８．６ ８５ ２３１Ñ

２４ ２６２ ２５９ ２１．０ ６９．４ ８６ ２３５

２４ ２６７ ２６４ ２１．５ ７０．２ ８７ ２３９Ñ

２５ ２７２ ２６９ ２２．０ ７１．０ ８８ ２４３

２５ ２７７ ２７４ ２２．５ ７１．８ ８９ ２４７Ñ

２６ ２８２ ２７９ ２３．０ ７２．６ ９０ ２５１

２６ ２８７ ２８４ ２３．５ ７３．４ ９１ ２５５Ñ

２７ ２９２ ２８９ ２４．０ ７４．２ ９２ ２５９

２７ ２９７ ２９４ ２４．５ ７５．０ ９３ ２６３Ñ

２８ ３０２ ２９９ ２５．０ ７５．８ ９４ ２６７

２８ ３０７ ３０４ ２５．５ ７６．６ ９５ ２７１Ñ

２９ ３１２ ３０９ ２６．０ ７７．４ ９６ ２７５

２９ ３１７ ３１４ ２６．５ ７８．２ ９７ ２７９Ñ

３０ ３２２ ３１９ ２７．０ ７９．０ ９８ ２８３

許容差 ±１．５ ±１．０ ±２．０ ±３．０

図１－靴型寸法
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2.4 品質

品質は,次による。

2.4.1 一般事項

一般事項は, による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

2.4.2 性能

表底のはく離強さは, の試験方法により試験し，２００Ｎ以上とする。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

2.5 製品の表示

製品の表示は， に示す様式の表示を， に示す位置ににじみ及び退色しにくいものを用い，鮮明に印刷（押図２ 付図３－２

印を含む。）し，足長及び足囲の表示は，左右の踏まず部の適宜の箇所に表示する。

氏名

ａ） ｂ）

ｃ）

表示 寸法は， の番号注記１ ＮＤＳ Ｚ ８０１１枠の

とする。２９を標準

注記２ ＮＤＳ Ｚ ８０１１用字,書体及び寸法は,

による。

納入年度を記入する。注 ａ）

２００９年度例

足長を記入する。ｂ） 該当する

契約の相手方の名称又はその略号を記入する。ｃ）

図２－製品の表示

3 品質保証

3.1 監督・検査

監督及び検査は，契約担当官等の定める監督・検査実施要領による。

4 出荷条件

4.1 包装

包装は， によるほか 端数包装がある場合には これに準じて行うものとする。表３ ，商慣習によるものとし， ，

表３－包装

区分 規定 要領

包装 材料

内装 紙箱 － ひも通し穴に靴ひもを通し，１足ずつ包装し紙箱に

収納する。

外装 外装用段ボ－ル箱 内装２０箱を１組とする。ただし２９．０㎝以上はＪＩＳ Ｚ １５０６ a)の複両面段

４種又は同等品とする。 足長,梱包足数を明記 し,外装用段ボール箱ボ－ル箱

包装用テープ － に収納する。

包装用バンド ２９．０㎝，端数梱１５足例

箱の寸法は,７７０㎜×３４０㎜×６１５㎜を標準とb)

する。

包装用テープで上下面ともＨ形に封かんし,そc)

の外側に包装用バンドを二の字に掛けるものと

する。
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4.2 内装の表示

内装の表示は，商慣習によるものとし，紙箱に種類（足長ｃｍ）を表示するものとする。

4.3 外装の表示

外装の表示は， の表示・標識によるほか，輸送諸元を１面に，次に示す項目を２面及び４面に行うもＮＤＳ Ｚ ０００１

のとする。

調達要求番号a)

物品番号b)

品名（製品の呼び方）c)

数量d)

納入年月e)

２００９年３月例

契約の相手方の名称又はその略号f)

5 その他の指示

5.1 承認用見本等

契約の相手方は，製作に先立ち， 承認用見本１足を，契約調達要領指定書により指定する種類（足長ｃｍ）の靴型１組及び

担当官等に提出し，外観，形状，色及び靴底の意匠について承認を得るものとする。

，種類（足長ｃｍ）２８ 以上のもの及び同ＳＳについては，製造に使用した靴型寸法を の様式により１部作成し，調なお Ñ 図１

達要求元に提出するものとする。

原案作成部課等名：陸上自衛隊 補給統制本部需品部
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付表１－甲革

項目 規定 試験方法

材質 クロムなめしのカウ又はステアとする。

色 の色番号２８１２ （黒(２)Ｎ１．５） －ＮＤＳ Ｚ ８２０１

を標準とする。

クロム含有量 による。 による。ＪＩＳ Ｋ ６５５１ ＪＩＳ Ｋ ６５５０

mm １．７以上厚さ

銀面割れ による。ＪＩＳ Ｋ ６５４８

摩擦堅ろう度（乾燥試験） による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０ ＪＩＳ Ｋ ６５４７による。

ただし，摩擦試験機は，Ⅰ形による。

付表２－裏革

項目 規定 試験方法

材質 豚革（銀付き） －

色 甲革と同系色とする。

厚さ mm ０．８以上 による。ＪＩＳ Ｋ ６５５０

による。染色摩擦堅ろう度 乾燥 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０ ＪＩＳ Ｋ ６５４７

湿潤 摩擦試験機は，Ⅰ形による。ただし，

汗

付表３－中底

試験方法項目 規定

材質 レザーボード又はパルプボード（踏まず部及びかかと －

部は，プレスボードを使用してもよ 。）い

mm １．８以上 による。厚さ ＪＩＳ Ｋ ６５５０
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付表４－表底及びかかと

項目 規定 試験方法

合成配合ゴム エーテル系ポリウレタン

材質 合成配合ゴム又はエーテル系ポリウレタン －ａ）

色 甲革と同系色

厚さ mm 踏み付け主要部 ６．０以上 ８．０以上 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

（山を含む。）

踏み付け主要部の最薄部 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

踏まず部の最薄部 ３．０以上 ８．０以上

かかと部の最薄部 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

硬さ A６０以上 のデュＪＩＳ Ｋ ６２５３

ロメーター硬さ試験タイプAによ

る。

引張強さ による。 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０ ＪＩＳ Ｋ ６２５１

伸び

引裂強さ による。ＪＩＳ Ｋ ６２５２

耐油性（体積変化率） ％ ２０以下 の浸せＪＩＳ Ｓ ５０ ＪＩＳ Ｋ ６２５８

による。 き試験とし，試験用燃料油Ａ，浸５０

せき温度２０±２℃，浸せき時間

２２±０．２５時間とする。

耐寒性 目視により異常を認めない。 －３０℃の恒温室又は恒温槽で

３０分間冷却し，取り出し直後直

径 ㎝の棒のまわりを表裏５回，１

９０°に折り曲げる。

材質は，調達要領指定書により指定する。注 ａ）

付表５－甲縫糸

項目 規定

材質 合成繊維糸

色 上縫い糸 甲革と同系色

下縫い糸 裏革と同系色

番手及び針足数 ♯３０の場合は１５～２０針，♯２０の場合は１２～１８針

付表６－靴ひも

項目 規定

Ｓ皮糸 綿 ４０/２

芯糸 綿混 １０/６ ３本Ｓ

織り方 ３２打 １×１

長さ cm ９０±３

色 甲革と同系色

加工等 ろう引き加工，両端セルチップ付き
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高
部

後
高
と
か
か

こば幅

踏み付け部外側の最凸部を測る

mm単位

種類（足長ｃｍ） 規定

後部高 かかと高 こば幅

寸法 許容差 合成配合ゴム エーテル系

ポリウレタン

２３ ６２ ２６～３０ ３２～３６ ５±１±３

２３ ６３Ñ

２４ ６４

２４ ６５Ñ

２５ ６６

２５ ６７Ñ

２６ ６８

２６ ６９Ñ

２７ ７０

２７ ７１Ñ

２８ ７２

２８ ７３Ñ

２９ ７４

２９ ７５Ñ

３０ ７６

ａ）ＳＳ

寸法は，標準を示す。注記

ＳＳの後部高は，調達要領指定書により指定する。注ａ）

－図番 付図１ 名称 外観図 尺度

防 衛 省
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ひも通し穴 べろ 腰裏革 月形しん

甲革 バックステー

先裏 腰革

先しん

中物 中底 表底及びかかと 踏まずしん 中敷

図番 付図２ 名称 尺度 －断面図及び外観図（部分）

防 衛 省
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はとめ革
腰革

つま革

バックステー べろ革

ひも通し穴補強布

履き口テープ

腰裏革べろ裏革

先裏布

腰裏革

図番 付図３－１ 名称 尺度 －製甲

防 衛 省
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腰裏革横はぎ

バックステー

べろ革・べろ裏 上端折り込み

縫い合わせ 縫い合わせ

腰革横はぎ縫い割り部

補強テープはり

つま革・ 銘板

べろ革

縫い合わせ

はとめ革

腰革

縫い合わせ

仕上がり

図番 付図３－２ 名称 尺度 －製甲（続き）

防 衛 省


